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と（2）「意志性（作為性）の弱さ」の二点である  1） 。 










































































 　 丸山の陸羯南論　 丸山もこれを意識していて，『日本の思想』（昭和三六年）の「あとがき」で
日本の思想に対する評価が低い，西洋崇拝だというような批判に対して，いや，そんなことはな
い，私は徂徠や福沢だけでなく陸羯南の保守主義も取り上げているではないか，あるいは「明治























やむしろ，丸山は日本人であることを愛さず，嫌悪していたと言ってもよいくらいである  6） ）。 





















い  9） ）。丸山の伝統を評価しているという言い分に納得できないと書いたのはそういう理由から
である。 






























自由も民主主義もそういう意味では地域や伝統の産物にほかならない  11） 。そうだとすれば，日本
という地域や伝統の中から普遍的な可能性を持つものを探しだし，育てていく努力を最初から放
棄してしまう必要はない。丸山の言うように，たしかに日本的特殊から普遍への突破はなまやさ











































































































 12） 前掲丸山「日本の近代化と土着」参照。 
 13） 植手通有『日本近代思想の形成』（昭和四九年，岩波書店），三二二～七頁。 
 14） 松浦玲「文明の衝突と儒者の立場―日本における儒教型理想主義の終焉（三）―」，『思想』（昭和四八年一〇月）。
五七～八頁。また，注の（20），（23）を参照。松浦は直接には植手通有氏の「明治啓蒙思想の形成とその脆
弱性―西周と加藤弘之を中心として―」（植手編『西周　加藤弘之（日本の名著　34）』（昭和四七年，中央
公論社）のちに同『日本近代思想の形成』（昭和四九年，岩波書店）に収録）における近代主義を批判して
いるが，もちろんその背後にある丸山方法論も意識しているであろう。また，松浦は源了円『徳川合理思想
の系譜（中公叢書）』（昭和四七年，中央公論社）も近代主義のひとつと見ており，同感である。なお，松浦
編『佐久間象山　横井小楠（日本の名著　30）』（昭和四五年，中央公論社）も儒教の理想主義を西欧近代文
明に対抗させる図式は同じである。 
